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論文内容の要旨

Web システムは、誕生以来急速な広がりを見せ、現在ではクライアントサーバシステムの主流になりつつある。

ところが、 Web システムでは従来のクライアントサーバシステムにはなかったセッション管理の問題が発生する。

これは、 Web システムで用いられる HTTP プロトコルが一回の通信の度に切断されてしまうために起こり、複数セッ

ション間で共有すべきデータ(コンテクストデータ)の共有が出来ないというものであるo これまでに、幾つかのセッ

ション管理を行う方法が提案され、実用化されて来ているが、その特性は十分なものではな L、。そこで本研究では、

安全性、信頼性、性能などを高いレベルで実現するセッション管理機構の開発を目指した。開発にあたっては、

Web クライアントの主流であるワークステーションと、 Web ブラウザを搭載した携帯電話などのモバイル機器を利

用のターゲットとした。まず、 Web システムをワークステーションとモパイル機器のそれぞれから利用した時にセッ

ション管理機構に求められる条件を安全性、信頼性、性能などの観点から分析した。次に、それらの要求条件を従来

のセッション管理方法が満たしているかの調査を行った結果、従来方法では要求条件を満たすことが困難であること

が分かった。

そこで、従来方法の問題点を解決すべく、 CDS (Context Data Store) 機構の設計と実装を行った。 CDS 機構は、

コンテクストデータを主記憶上に保持する一つの独立したプロセスであるが、コンポーネントオブジェクト技術に基

づくオブジェクト開通信により外部プログラムから容易に利用できる。さらに、 CDS 機構をワークステーション用

途 (WCDS) とモバイル機器用途 (MCDS) に特化させ、それぞれの要求条件を満たすべく実装を行った。これら

を幾つかの実システムに適用し、さらに機能試験と性能試験を行った。その結果、 CDS 機構はそれぞれの用途にお

ける要求条件を満たしていることを示すことができた。

論文審査の結果の要旨

本論文は近年急増している World Wide Web (以下 Web と略記)を利用して開発されるクライアント・サーバシ

ステムのための「セッション管理」の新しい方法とその効果的な実現法について述べているo

Web を利用したクライアント・サーバシステム(以下 Web-CS システムと略記)では、複数のユーザセッション
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間でデータを共有することが難しいという問題があった。これは Web 上で一般に使われている通信プロトコルが持

つ本質的な制約である。この制約のために Web-CS システムは安全性、信頼性、性能などの面で様々な制限を受け

ていた。

本論文では、こうした制限を緩和することを目指して新たなセッション管理機構を提案しているo まず、従来のセッ

ション管理機構 (URL エンコーディング、 HIDDEN 属性タグ、クッキーなど)の分析を行い、それぞれの手法の

不十分な点を明らかにしている。続いてそれらを解決するために、コンポーネントオブジェクト技術を利用した新し

いコンテクストデータストア (CDS) 機構の設計をしている。また、ワークステーションでの応用に特化した CDS

機構を実現すると共に、それを現実のシステム開発に適用している。その結果、提案する CDS 機構は上述の制限を

十分に解消できることを確認している o

一方、携帯電話の爆発的な普及に伴って、携帯電話を通じて Web心S システムを利用するニーズも高まっている。

本論文ではこうした Web-CS システムを開発する上での「セッション管理」についても述べている。この場合、仕

様への非依存性、データ量への制限の撤廃などが新たに要求される。そこで、それらの要求を満たす拡張型 CDS 機

構を設計、実装している。この CDS 機構についても現実のシステム開発に適用しているo 更に、ベンチマーク試験

により性能評価を行い、従来手法と比べ非常に優れていることを確認している。

以上のように、本論文は新たなセッション管理を実現する技術を確立すると共に、これに基っ・いた CDS 機構を実

現し、その評価を行っており、 Web-CS システムの効果的な開発に大きく貢献すると共に、学術的にも価値ある知見

をもたらしており、博士(工学)の学位論文として価値のあるものと認める。
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